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少しずつ春を感じるようになりました。 
法学部だより第 44 号をお届けします。 
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------------------------------------------------------------------------------------------------- 
 ○ ゲッティンゲン便り～リーゼルの泉のほとりで（第 2 回） 
------------------------------------------------------------------------------------------------- 
 ドイツといえば自動車をイメージする人も多いかと思いますが、他方で、環境先進国でもあるドイツでは自転

車に乗る人も多く、大きな道路には自転車専用レーンが設けられるなど、自転車の利用が促進されています。そ

のため、自転車に関する交通規則も整備されており、自転車に乗る学生が多いゲッティンゲンでは、大学の入学

時期になると自転車を対象とした集中的な取締りが行われます。また、単に日常の交通手段であるだけでなく、

サイクリングは運動好きのドイツ人に人気の余暇の過ごし方にもなっています。 
 ドイツの自転車の特徴は、ペダルを逆回転させて後輪ブレーキをかける（つまり、左手でブレーキをかけない）

仕組みになっていること。両手でブレーキをかけることに慣れている日本人には、乗りこなすのが難しいそうで

す。私がドイツで初めて見て驚いたのは、専用の乳母車を牽引しながら走っている自転車です。乳母車はビニー

ルで覆われており、雨風は凌げるようですが、私が見る限り乗り心地は悪そうです。自動車の運転手から認識し

やすくするためか、大抵は乳母車部分にカラフルな旗が立てられています。反対に、日本でよくある、子供を乗

せるための椅子を取り付けた自転車は殆ど見たことがありません。 
 ところで、ドイツ人の自転車の乗り方について、ずっと不思議に思っていることがあります。それは、ドイツ

ではみんな、足が地面に着かない高さの自転車に乗っていることです。もちろん自転車が大きすぎるからではな

く、わざわざ足の着かない高さにサドルを固定しているのです。当然、信号待ちなどでは、いちいち自転車から

降りることになります。或いは、近くの段差に無理矢理足を置いたり、信号柱にしがみついたり。これは若い人

たちに限ったことではなく、かなり年配の人であっても同じです。ドイツ人に「なぜわざわざ足が着かないよう

な自転車に乗るのか」と訊いてみたところ、「ドイツでは、大きいことは良いことだからね」と答えてくれたの

ですが、真偽の程は定かではありません。いずれにしても、小学校の自転車講習会で警察官から「サドルは両足

のつま先が着く高さに合わせましょう」と教えられた私には、信じられない光景です。足が着く方が、ずっと楽

だし安全だろうと思うのですが。 
 
一原亜貴子 准教授 
  
------------------------------------------------------------------------------------------------------------------ 
 ○ 在学生の活躍から～カリフォルニア州立大学モントレーベイ校留学体験記～ 
------------------------------------------------------------------------------------------------------------------ 
 こんにちは。私たちは 2011 年 8 月からカリフォルニア州立大学モントレーベイ校で交換留学生として勉強し

ています。モントレーはサンフランシスコから 2 時間ほど南下したところにあります。自然豊かでキャンパスの

中でもリスやアライグマをよく見かけます。また海辺にあるので、スキューバダイビングやサーフィンの授業が

開講されています。 
留学生が少ないので他の留学生と仲良くなれるのはもちろん、現地の学生と接する機会が多く持てます。寮もア

メリカ人の学生数人とスイートをシェアし、食事を一緒にとったり、週末には一緒に遊びに出かけたりしていま



す。 
 今学期は政治学や Business Law、Writing などのクラスを受講しています。少人数編成の授業で、ディスカ

ッションやプレゼンテーションを頻繁に行なっています。英語で自分の意見を表現することは難しいですが、日

本でなかなか経験できないことなのでこの機会を活かしてコミュニケーション能力を向上させたいと思います。 
大学に ESL のクラスがなく最初から専門科目の授業を受けなければならなかったので、来た当初は大変苦労し

ました。ですが先生方やクラスメートの助けもあり、次第に英語にも慣れ、少しながらも成長を実感しています。

残りの半期も充実させたいと思います。 
 
法学部 4 年 樋口聖実、佐藤実希 
 
----------------------------------------- 
 ○ 法学部からのお知らせ 
----------------------------------------- 
今年度卒業予定のみなさんへ、謝恩会実行委員からのお知らせです。 
・岡山大学法学部謝恩会 
 日時 3 月 23 日 午後 6 時 30 分～（以前お知らせしたときより、30 分早くなりました。） 
 場所 リーセントカルチャーホテル (会場 マンハッタン) 
 費用 5000～6000 円(詳細は後日) 
申込みは、下記実行委員会のアドレスまで出欠の連絡（氏名、 担当教官名）をメールしてください。 
岡山大学法学部謝恩会実行委員会 law2011_syaonnkai@yahoo.co.jp 
 
--------------------------- 
 ○ 最近の話題 
--------------------------- 
☆学長裁量経費プロジェクト報告会が開催されました。 
 ３月６日（火）午後１時から、平成２３年度岡山大学学長裁量経費プロジェクト「法学部と法科大学院との連

携・接続教育の構築」の成果報告会が開催されました。 
 法学部、法務研究科の教員１５名余りが参加し、連携・接続教育のあり方について意見交換を行いました。 
::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::: 
・本メルマガは, 毎月２回程度配信しています。 
・法学部の詳細情報に関しては、HP も併せてご覧ください。 
  法学部 HP http://www.law.okayama-u.ac.jp/ 
・本メルマガには返信なさらないようにお願いします。 
・本メルマガの登録・解除は、以下の URL にてお願いします。 
  http://court.law.okayama-u.ac.jp/mail/register.html 
・ご意見・ご感想は，法学部 情報委員会 joho@law.okayama-u.ac.jp まで。 
 
 
 
 


